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 第２章と第３章は、母音弱化（vowel reduction）が観察される際の、英語発話における弱化母音（reduced vowel）
を量的および質的な観点から考察するものである。 
 第２章では、英語母語話者・日本人英語学習者・日本人非英語学習者（monolingual）を被験者として、その発話
サンプルを音響分析し、PVI 値を算出した上で、英語母語話者の発話と日本人被験者の発話の比較を試みた。Grabe et 





果、英語母語話者の PVI 値は日本人英語学習者の PVI 値よりも顕著に高く、また、日本人英語学習者間で PVI 値は
それほど差はみられなかった。また、日本人英語学習者と日本人非英語学習者との間でも、PVI 値にはあまり差が見







（Received Pronunciation）や一般アメリカ英語（General American）では、完全母音（full vowel）のフォルマン




音において、分布の相違が観察されるかどうかを、F1 と F2 を求めて調査した。その結果、日本人英語学習者の産出
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